



第 58 次日本南極地域観測隊夏期行動報告 2016⊖2017
本吉洋一1, 2＊
Activities of the summer operation of the 58th Japanese Antarctic 
Research Expedition (JARE-58) in 2016⊖2017
Yoichi Motoyoshi1, 2＊
（2018 年 3 月 22 日受付；2018 年 6 月 28 日受理）
　Abstract:　The activities of the 58th Japanese Antarctic Research Expedition (JARE-58) 
during 2016⊖2017 austral summer are summarized.  JARE-58 consisted of 93 personnel 
involving 33 members for the wintering team, 35 members for the summer party with 25 
observers, and they conducted the ﬁrst-year programs of the Japanese Antarctic Research 
Project ＂Phase IX＂ (2016⊖2022).  The Japanese Antarctic vessel Shirase left Tokyo on 11 
November 2016 to Fremantle, where JARE members and observers were on board Shirase 
on 28 November.  After leaving Fremantle on 2 December, Shirase conducted oceano-
graphic observations in the Indian Ocean and the Southern Ocean, and she arrived at the 
ice edge on 19 December.  The ﬁrst ﬂight to Syowa Station was arranged on 23 December, 
followed by anchoring at Syowa Station on 28 December after 114 times of ramming.  
From that point, Shirase unloaded fuel and cargo to resupply the station as planned.  
During the summer operation, a variety of scientiﬁc observations, such as maintenance and 
operation of PANSY radar, installation of lidar system, etc. were performed.  Also, ﬁeld 
operations such as atmospheric and glaciological observations, ecological and biological 
observations, and geological surveys were also conducted.  As special notes, young 
scientists from Mongolia, Indonesia, Thailand and Colombia, and the ﬁrst social scientist 
joined us in JARE-58. A new building was constructed, and pre-existing facilities at Syowa 
Station were repaired and maintained. Shirase once left Syowa to conduct oceanographic 
observations around inner Lützow-Holm Bay from 19 January to 14 February, which has 
not been achieved previously due to heavy sea ice conditions.  Also, the 60th anniversary 
of the establishment of Syowa Station was celebrated on 29 January.
　　Shirase left Syowa on 15 February 2017 with the summer party of JARE-58 and the 
wintering team of JARE-57 on board.  Some observations were performed in Amundsen 
Bay and at Cape Darnley, followed by oceanographic observations on the way to Sydney.  
Shirase arrived at Sydney Harbour on 20 March, then to Tokyo on 10 April.
　　Marine observations by Umitaka-maru were also conducted in the Southern Ocean 
during 31 December 2016 to 26 January 2017.  This cruise was a part of the JARE-58 
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programs, and 13 members joined it.
　要旨:　第 58 次日本南極地域観測隊（以下，第 58 次隊という）は，越冬隊 33 名，
夏隊 35 名，同行者 25 名の合計 93 名で構成され，2016 年 11 月から 2017 年 3 月
まで南極地域および周辺海域において，南極観測第 IX 期 6 か年計画の初年度の
観測・設営計画を実施した．南極観測船「しらせ」は，2016 年 11 月 11 日に晴海
ふ頭を出港した．観測隊員および同行者は，27 日に成田空港から出国し，翌 28
日にフリーマントル港にて「しらせ」に乗船した．また，外国人同行者も同港に
て本隊に合流した．観測隊員・同行者合わせて 80 名を乗せた「しらせ」は，12 月
2 日にフリーマントルを出港後，往路海洋観測を実施しつつ，19 日にはリュツォ・
ホルム湾沖の流氷域に進入し，23 日には弁天島沖から昭和基地への第 1 便を実施
した．その後，12 月 28 日に昭和基地沖約 560 m 地点に接岸した．往路のラミン
グ回数は 114 回であり，新「しらせ」が就航した 2009 年以降，最少であった．第
1 便に前後して，野外観測 4 チームを送り出すとともに，優先物資空輸，先行一
般物資空輸を行った．さらに接岸後は，貨油油送，氷上輸送にとりかかり，これ
らの作業は年内に終了した．年明け後は，持ち帰り氷上輸送，本格空輸を行い，1











では「しらせ」によるリュツォ・ホルム湾内奥部の海氷域での海洋観測を 1 月 19




学者との共同調査などを実施した．また，1 月 29 日は昭和基地開設 60 周年にあ
たり，当日国立極地研究所で開催されたイベントと記念式典に，昭和基地からテ
レビ会議システムを通じて参加した．
　「しらせ」は，2017 年 2 月 15 日の昭和基地最終便後北上を開始，アムンゼン湾
での宙空，地質，地球物理，陸上生物の野外観測，さらにケープダンレー沖での
海洋観測を実施した後，3 月 20 日にシドニーに入港，観測隊員・同行者はそれぞ
れ帰国の途についた．「しらせ」は 4 月 10 日，東京に帰港した．
　東京海洋大学練習船「海鷹丸」に乗船する隊員・同行者 13 名は，2016 年 12 月
26 日に成田空港を出国し，フリーマントル港にて同船に乗船，31 日に出港した．
東経 110 度線に沿った基本観測（海洋物理・化学），一般研究観測を実施した後，
2017 年 1 月 6 日にホバート港へ寄港した．
　キーワード：　 第 58 次日本南極地域観測隊，夏期行動報告，2016⊖2017
1．　は じ め に
　第 58 次南極地域観測隊（以下，第 58 次隊と記す．他の隊次についても同様）は，南極地
域観測第 IX 期 6 か年計画（南極地域観測統合推進本部，2015）の初年次を担ったことを受
け，隊員・同行者による多彩な活動を実施した．
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　第 58 次隊は，越冬隊 33 名，夏隊 35 名，同行者 25 名の合計 93 名から構成された（表 1）．
行動の区分からは，南極観測船「しらせ」で南極に向かう隊と，東京海洋大学練習船「海鷹
丸」で南極海での調査を行う隊に分かれて日本を出発した．隊員の出発時の平均年齢は，越
冬隊 38.3 才，夏隊・同行者 41.5 才，全体では 40.3 才であった．
　夏期行動期間中の観測では，新たに第 IX 期の重点研究観測メインテーマとして決定され
た「南極から迫る地球システム変動」の下で実施されるサブテーマ 2 課題，一般研究観測
17 課題，萌芽研究観測 2 課題，モニタリング研究観測 4 課題，定常観測 5 課題を実施した．
さらに，公開利用研究 2 課題，継続的国内外共同研究 1 課題を実施した．また，同行者課題
として，派遣教員による南極授業，交換科学者による研究，環境省による現地調査，報道，
委託課題 2 件も実施した．設営計画では，第 IX 期計画に盛り込まれた項目を中心に実施した．
2．　観測実施計画の策定と隊員構成
　第 58 次隊では，上記の「南極地域観測第 IX 期 6 か年計画」を踏まえ，第 148 回本部総会
（2016 年 6 月 24 日）において第 58 次南極地域観測実施計画が承認された．これに基づき行
動実施計画の検討が進められ，第 149 回本部総会（2016 年 11 月 10 日）において行動実施
計画が決定された．観測および設営計画は，2016 年 6 月下旬に実施された夏期総合訓練で
全隊員による実施計画の練り上げ・調整作業を行い，その後，五者連絡会や各専門部会，分
科会での検討を経て，観測実施計画として策定した（第 58 次日本南極地域観測隊，2016）．





　第 58 次隊の夏期行動の概要を表 3 に，隊の行動経路を図 1 に示した．
　第 58 次隊は，「しらせ」により昭和基地入りした本隊と，東京海洋大学練習船「海鷹丸」
に乗船した隊に分かれて行動した．なお，外国人同行者（コロンビア 1 名，インドネシア 1





　南極観測船「しらせ」は，2016 年 11 月 11 日に東京晴海ふ頭を出港し，27 日にフリーマ
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表 1　第 58 次日本南極地域観測隊名簿（1/3）
Table 1.  Members of JARE-58. (1/3)
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表 1　第 58 次日本南極地域観測隊名簿（2/3）
Table 1.  Members of JARE-58. (2/3)
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ントル港に入港した．第 58 次隊本隊（越冬隊員 33 名，夏隊員 35 名，外国人を除く同行者
12 名）は，11 月 27 日に成田空港から出国し，28 日に西オーストラリア・フリーマントルに
寄港中の「しらせ」に乗船した．フリーマントル港において，外国人同行者であるコロンビ
ア，モンゴルからの交換科学者 2 名，インドネシア，タイからの外国人研究者 2 名，および
観測隊チャーターヘリコプタ （ーAS350．以下，観測隊 AS ヘリと記す）の技術者としてオー
ストラリア Helicopter Resources 社から 2 名が合流した．フリーマントル港では，観測隊 AS
ヘリや現地生鮮食品，オーストラリア気象局のブイの搭載等を行い，「しらせ」は 12 月 2 日
表 1　第 58 次日本南極地域観測隊名簿（3/3）
Table 1.  Members of JARE-58. (3/3)
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に出港した．フリーマントル出港後，航走観測を行い，東経 110 度線の停船観測等を順調に




　リュツォ・ホルム湾沖流氷域進入後，観測を実施しながら順調に航行し，12 月 21 日に弁
天島付近の定着氷に到達，23 日に弁天島沖から昭和基地へ第 1 便を実施した．引き続いて，
表 2　第 58 次夏期観測主要項目（1/2）
Table 2.  Scientiﬁc observations conducted by JARE-58. (1/2)
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優先空輸物資の輸送を行った．優先空輸物資輸送終了後の 28 日に，「しらせ」は，昭和基地




　12 月 21 日に「しらせ」は弁天島沖に達し，23 日にその地点から昭和基地へ第 1 便を実施
した．その後第 1 便に引き続き，優先物資空輸を行った．また同日の夕刻，観測隊 AS ヘリ
も昭和基地の B ヘリポートに移動した．12 月 28 日昭和基地接岸後，同日夜間より 31 日早
朝まで，合計 3 夜にわたり氷上輸送作業を実施した．氷上輸送で予定していた全ての物資
表 2　第 58 次夏期観測主要項目（2/2）
Table 2.  Scientiﬁc observations conducted by JARE-58. (2/2)
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表 3　第 58 次夏期行動経過概要
Table 3.  Summary of summer operations of JARE-58.
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317.453 トンの送り込みを完了した．また，1 月 3 日から持ち帰り輸送も実施し，5 日朝まで
に廃棄車両をはじめ廃棄物・一般物資合計約 387 トンを「しらせ」に搭載した．その後，1
月 7 日から 9 日の間に本格空輸を実施して全物資の送り込みが終了し，15 日から 16 日まで
持ち帰り物資空輸を実施した．空輸によって送り込んだ物資の総量は 248.232 トン，持ち帰っ
た物資の総量は 140.672 トンである．
　12 月 28 日昭和基地接岸後，パイプラインを展張し，昭和基地貯油施設への燃料輸送を開
図 1　第 58 次隊の活動地域
Fig. 1.  The operation area covered by JARE-58.
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始した．30 日午後までパイプラインでの輸送を実施し，バルクで持ち込んだ全ての W 軽油
473.140 トン（577 キロリットル）を見晴らし岩タンクへ送油した．また，リキッドコンテ
ナを空輸並びに氷上輸送で持ち込み，総送量は 479.700 トン（585 キロリットル）となった．
　昭和基地夏作業期間は，12 月 23 日から 2 月 14 日までの全 54 日（作業日 45 日，休日 4 日，
クレーン作業不能日 5 日）であった．この間に，基本観測棟 1 階建設工事，汚水処理棟解体
工事，コンクリートプラント運用，夏宿汚水処理装置（コンテナ）基礎構築，情報処理棟天
窓追加工事，予備食冷凍庫改修工事，コンテナヤード整備工事，補修工事（管理棟 2 階非常
階段扉交換，A ヘリポート補修，第 1 夏宿浴室窓フィルム貼り，福島ケルン銘板修繕），支




































は，今後のエアロゾルサンプリングに非常に有効であることを実証した．期間中，1 月 11 日
から 12 日にかけて，自動気象ステーションの保守のために H128 への観測旅行も実施した．
 b）宗谷海岸湖沼および陸上生物の観測










　2016 年 12 月 24 日から 2017 年 1 月 31 日にかけて，ラングホブデの袋浦に 3 名が滞在し，
調査を実施した．袋浦の集団営巣地において，バイオロギング調査（小型の記録計，GPS, 
ビデオカメラ等をペンギンの体に装着する手法），雛の生存率と成長速度の測定，および親
ペンギンの胃内容物調査を行った．また水くぐり浦の集団営巣地を 3 日に 1 回程度の頻度で
訪れ，水くぐり浦においてもペンギンに GPS 記録計を取り付け，行動パターンを測定した．
 d）地質調査
　往路 12 月 17 日から 18 日にアムンゼン湾周辺の露岩域での着陸適地調査とウイドーズ岬
への日帰り地質調査を実施した後，12 月 22 日から 2 月 6 日にかけてプリンスオラフ海岸の
露岩域での地質調査，リュツォ・ホルム湾沿岸の露岩域での地質調査を行った．さらに復路
2 月 19 日から 24 日まで，アムンゼン湾での地質調査を行った．メンバーは 7 名（日本人 4
名，外国人同行者 3 名）であった．ヘリでの露岩域への輸送は，基本的には「しらせ」搭載
CH ヘリの支援を受けたが，日帰り調査は観測隊 AS ヘリで実施した．
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 e）宙空圏観測





















　12 月 26 日に 1 回目のフライトを実施し，リュツォ・ホルム湾奥の観測を行った．その結




本水準標），スカーレン（基準点 5801），明るい岬（基準点 5802），日の出岬（基準点 1304，
1306），ルンドボークスヘッタ（基準点 5803），ラングホブデ（基準点 5804，5805），アムン
ゼン湾リーセル・ラルセン山（基準点 5806）において GNSS 測量，およびスカーレン，ス
カルブスネス，リーセル・ラルセン山を除く地域で相対重力測量を実施した．また，ジオイ
ド測量をスカルブスネス（基準点 5402），スカーレン（基準点 5608）においてそれぞれ実施
した．昭和基地東方約 19 km に位置する P50，S16，S17 の 3 箇所で，各観測点の氷床上に
立てたポールの位置座標を繰り返し計測することで，氷床の水平方向への流動速度および氷
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床表面高の経年変化を検出するために，24 時間の GNSS 連続観測を実施した．さらに，スカー
レン，明るい岬，ルンドボークスヘッタ，ラングホブデにおいて対空標識の設置を行った．
3.1.3.　復路の行動と船上観測
　2017 年 1 月 16 日に本格空輸を終えた「しらせ」は，19 日に昭和基地を離岸，ラングホブ
デ沖に停留点を移動し，以後 2 月 14 日までリュツォ・ホルム湾内の海洋観測を実施した．
15 日の昭和基地最終便ののち北上を開始，16 日には氷海を離脱し同日夕刻に海底圧力計の
揚収に成功，アムンゼン湾に回航した．アムンゼン湾において，2 月 19 日から 24 日まで宙
空，地質，地球物理，陸上生物の野外観測を CH ヘリと観測隊 AS ヘリを使用して実施した．
その後「しらせ」はケープダンレー沖に移動し，26 日から 3 月 1 日までほぼ計画どおりの
観測を実施した．以後は船上観測を実施しつつシドニーを目指し，3 月 15 日に南緯 55 度を
通過，20 日にシドニー入港，観測隊および同行者は 23 日に帰国した．なお外国人同行者は，
シドニーよりそれぞれ自国に帰国した．
3.2.　「海鷹丸」による南極海での観測
　別働隊となる東京海洋大学練習船「海鷹丸」では，夏隊員 6 名および同行者 7 名の編成で
観測を実施した．2016 年 12 月 31 日にフリーマントル港を出港し，東経 110 度線に沿った
基本観測（海洋物理・化学）をはじめ，一般研究観測「南大洋インド洋セクターにおける海
洋生態系の統合的研究プログラム」および「南極底層水昇温・低塩化期における深層循環の













8 回目となる教員派遣プログラムで，観測隊に同行した教員 2 名が TV 会議システムを使用
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した「南極授業」を行った．第 58 次隊では，2 月 7 日気仙沼市立階上中学校，2 月 9 日奈良
県立青翔中学・高等学校，2 月 10 日宮城教育大学附属中学校，2 月 11 日奈良県立青翔中学・
高等学校（於さざんかホール）に向けて実施した．






































レーザ（以下，レーザ）は，調整の結果，レーザ波長 770 nm において，繰り返し周波数 25 



















ニクス社製の Electron Multiplying CCD（EMCCD）と Fujinon 社製の TV 用魚眼レンズによる
白色全天オーロラカメラである．1 月中旬に情報処理棟の 3 箇所に新設の光学ドームが取り




　イメージングリオメータ（Imaging Relative Ionospheric Opacity meter: IRIO）は，銀河雑音
電波が高度 60⊖100 km の大気中の自由電子に吸収される性質を利用した，下部電離圏の電子
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密度変動の測定機器である．磁気嵐などの擾乱時における，高エネルギー降下粒子による電
離圏 D 領域の電離時空間変動のイメージング観測を行う．1 月 12 日に情報処理棟内の収録
系の PC, 無停電電源装置の交換を行い，観測に問題がないことを確認した．第 58 次隊で計








　2016 年 12 月 26 日に実施した EM-bird（航空機搭載型電磁誘導式海氷厚計測システム）フ
ライト（POPS 候補点の偵察を兼ねる）の結果，POPS 設置候補点が薄い海氷で覆われてい
る上にメルトポンドが散見されることが判明した．31 日に観測隊 AS ヘリによる再度の偵察





ンでの POPS 設置を断念し 1 年延期することとした．
⑵　GNSS による氷河流動観測
　リュツォ・ホルム湾沿岸の氷河上に GNSS を多点展開し，氷河の動的状態を定量的に把
握するために，白瀬氷河のグランディングラインから 1 km 程度上流側の比較的平らな所に
通年観測用の GNSS 観測システムを設置した．そして，第 XIII 期一般研究観測（第 57 次隊）
で白瀬氷河上に設置した通年観測システムを回収した．また，白瀬氷河上の別の 2 箇所に夏
期観測用の GNSS 観測システムを設置し，潮汐解析も可能なように 1 カ月程度連続観測し
たのち，第 58 次隊夏期間中に回収した．















　2017 年 1 月 22 日から 2 月 14 日の期間，リュツォ・ホルム湾内において，「しらせ」停船
観測による CTD 採水 DO・XCTD 観測と航走観測による海底地形測量を，予定された測線
および測点において行った．「しらせ」停船観測による CTD 観測点数は，当初予定の 44 点









　2017 年 2 月 25 日から 3 月 1 日の期間，ケープダンレー沖において，浮沈型係留ブイ付係
留系と時系列自動採水器 RAS 付係留系を予定設置点付近に設置した．また，「しらせ」停船







スカーレンでは 2016 年 12 月 27 日に，H68 では 2017 年 1 月 10 日に保守点検作業を行った．
インホブデでの保守点検作業は 2016 年 12 月 26 日に強風のため断念したが，2017 年 1 月 11
日に再度現地に赴き作業を行った．
⑵　アムンゼン湾での無人観測関係作業
　昭和基地から約 550 km 離れたアムンゼン湾リーセル・ラルセン山域において，「しらせ」
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往路の 2016 年 12 月 17 日に無人磁力計と風向風速計の保守点検作業を行った．また，無人









55 次隊夏，および第 57 次隊夏期間中に第 1，第 2 レーダーそれぞれについて，更新の際追加
で設置する必要のある鉄塔や支線アンカー等の基礎位置の測量や地盤調査を，当時の建築担
当隊員に依頼して実施した．これらの結果を受けて，第 IX 期を迎えた第 58 次隊夏期間に，
空中線更新に最も重要となる追加柱や支線アンカーの基礎工事や一部追加鉄塔の設置等を実
施した．具体的な作業は，測量，支線アンカー位置決め，追加 15 m 鉄塔基礎工事，5 m 鉄
塔基礎工事（平坦な岩盤上でない地点），1 m 柱設置（FF），5 m 鉄塔基礎工事（比較的平坦
な岩盤上の地点），15 m 鉄塔支線アンカ （ーFC, FD）および 5 m 鉄塔支線アンカ （ーFFD）の
支線アンカー金具設置，5 m 鉄塔支線アンカー（FE）の支線アンカー金具設置，追加 15 m













　無人航空機としては，スカイリモート社製大型エンジンカイトプレーン（翼幅 2.9 m, 全
長 2.4 m, 全備重量 23 kg, 2 サイクル 80 cc ガソリンエンジン，巡航速度 12 m/秒，航続時間 2
時間）を使用した．自動制御装置は，ゼノクロス航空宇宙システム社製 XENO と飛行管制
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ソフト Flight Viewer を使用した．1 月 9 日から 27 日まで，基本フライトプランに基づくフ
ライトを午前と午後に 1 回ずつ行った．気象条件等を考慮して，最終的な自動制御観測飛行
回数は 22 回であり，うちサンプリングフライトは 5 回実施した．
⑵　気球浮揚カイトプレーンによるエアロゾル高度分布観測




m, 全長 1.5 m, 全備重量 6.8 kg, 800 W 動力用モータ搭載）を用いた．自動制御装置は，エン
ジンカイトプレーン同様ゼノクロス航空宇宙システム社製 XENO を用いた．
　1 月 10 日に手動電動テストフライト（S17 上空，高度 700 m），11 日に電動フライトによ
る滑空時自動制御パラメータ確認試験（S17 上空，高度 800 m）を 2 回実施した．24 日に分
離機能確認試験のために，目視内の高度 1,300 m（対地 700 m）での分離滑空試験フライト
を行った．その後，光散乱粒子計数装置（山梨技術工房製，直径 0.3⊖10 µm, 10 チャンネル，
時間分解能 4 秒）およびラジオゾンデ（明星電気製 RS11G）を搭載した観測フライトを 1
月 24 日と 27 日の 2 回行った．いずれのフライトも安定した観測を実施できた．
4.2.5.　全球生物地球化学的環境における東南極域エアロゾルの変動
　船上エアロゾル観測として，「しらせ」の 06 甲板と第 1 観測室において，エアロゾル粒子
の物理化学特性の計測を実施した．
⑴　遠隔測定





　「しらせ」第 1 観測室に，光散乱粒子計数装置（リオン社製 KC-01D, 同社製 KC-22B, TSI
社製 OPS model3330），凝結核計数装置（TSI 社製 CPC model3772），エアロゾル散乱係数計
測装置（TSI 社製 Nephelometer model3563），エアロゾル消散係数計測装置（（株）汀線科学研
究所製 CAPS-EXT），エアロゾル単散乱アルベド計測装置（（株）汀線科学研究所製 CAPS-
ALB），黒色炭素濃度計測装置（Magee Scientiﬁc 社製 Aethalometer AS-31），および，偏光光
散乱式粒子計数装置（山梨技術工房社製 POPC）を設置し，フリーマントル出港後 2016 年
12 月 2 日よりシドニー入港前日の 2017 年 3 月 19 日まで，空気中のエアロゾルの物理特性
に関する直接計測を実施した．「しらせ」艦内に担当者が不在となる 2016 年 12 月 20 日から









するために，S17 航空拠点においてエアロゾルゾンデとオゾンゾンデの連結飛揚を 1 月 20
日午後と 31 日午前の 2 回行った．
4.2.6.　東南極における氷床表面状態の変化と熱・水循環変動の機構
　温暖化進行下における東南極域の気候変化を検出するため，S17 における長期的観測を実
施した．また，それぞれの目的に対応して以下を実施した．①H128 に設置した AWS の通
信系の改修，および風速計の交換を行った．また，S17⊖H128 間の雪尺観測を行った．②気
象ゾンデ観測を実施し，観測データの即時国際通報（気象庁/WMO を介した GTS 回線への
提供）を JARE の研究観測として初めて実施した．また，雲・降水の鉛直分布を連続観測し
た．③基本気象，降雪量・降雪粒子，表面昇華量，顕熱・水蒸気の鉛直フラックス，マイク
ロ波放射量（6 GHz×2 台，18 GHz, 36 GHz：同行者課題と共同），積雪層温度の連続観測を
実施した．積雪ピット観測を 2 地点で 2 回ずつ実施した．④「しらせ」における水蒸気・降

















から SI-104 へ変更し，LS8800 の増設を行った．さらに，昭和基地設置のインフラサウンド
計については多目的衛星受信アンテナ周りのセンサから地震計室間のケーブル経路の変更を
行い，地震計室内に刻時信号取り込み用 GPS リピーターを設置した．また，各観測点にお
いて第 57 次隊の竹内隊員が設置し第 58 次隊にて回収を依頼されたボタン型温度計の回収を
行った．明るい岬観測点では，新たに広帯域地震計一式を設置した．観測地と観測日は下記
の通り．
　　1）　スカーレン大池：2016 年 12 月 27 日～31 日
　　2）　S17，S16，P50：2017 年 1 月 2 日～5 日
　　3）　明るい岬：2017 年 1 月 8 日～12 日
　　4）　ルンドボークスヘッタ：2017 年 1 月 14 日～17 日
　　5）　ラングホブデ雪鳥沢：2017 年 1 月 18 日～22 日





ムの南極派遣」と連携して，外国人同行者 3 名（以下，AFoPS 隊）を受け入れて地質調査
に同行させた．
　各時期の調査概要を以下に示す．なお，ヘリでの露岩域への輸送は，基本的には「しらせ」
搭載 CH ヘリの支援を受けた．観測隊 AS ヘリで実施したものに（*）印を付した．
【第 1 期】地域：アムンゼン湾　期間：2016 年 12 月 17 日～18 日
アムンゼン湾着陸適地調査（12 月 17 日） 地質隊 4 名
ウイドーズ岬（12 月 18 日） 地質隊 4 名
【第 2 期】地域：プリンスオラフ海岸　期間：2016 年 12 月 22 日～2017 年 1 月 12 日
日の出岬（12 月 22 日～27 日） 地質隊 4 名
あけぼの岩（12 月 27 日～1 月 4 日） 地質隊 4 名＋AFoPS 隊＋本吉隊長（12 月 30 日）




明るい岬（1 月 4 日～8 日） 地質隊 4 名＋AFoPS 隊
天文台岩（1 月 8 日～12 日） 地質隊 4 名＋AFoPS 隊＋本吉隊長（1 月 9 日）
*オメガ岬（1 月 9 日）  地質隊 4 名（天文台岩から観測隊 AS ヘリで日
帰り調査）
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【第 3 期】地域：リュツォ・ホルム湾　期間：2017 年 1 月 14 日～2 月 6 日
スカレビークハルセン（1 月 14 日～17 日※）  地質隊 4 名＋AFoPS 隊＋本吉隊長＋同行者（濱
中・武隈）
（※AFoPS 隊＋本吉隊長＋同行者（濱中・生田・柴田明穂）はスカレビークハルセンに 1 月 17 日～19
日まで滞在）
ボツンヌーテン（1 月 17 日～19 日） 地質隊 4 名
ルンドボークスヘッタ（1 月 19 日～23 日）  地質隊 4 名＋AFoPS 隊＋本吉隊長（1 月 19 日～
20 日）
*テーレン（1 月 20 日）  地質隊 4 名（ルンドボークスヘッタから観測隊
AS ヘリで日帰り調査）
ラングホブデ（1 月 23 日～26 日） 地質隊 4 名＋AFoPS 隊
ヒューカ（2 月 4 日） 地質隊 3 名（馬場・亀井・北野）
*西オングル島（2 月 6 日） 地質隊 4 名＋AFoPS 隊
【第 4 期】地域：アムンゼン湾　期間：2017 年 2 月 19 日～24 日
*アムンゼン湾周辺※ 2 露岩（2 月 19 日） 地質隊 4 名
（※2 露岩：ブルシロフヌナターク西方 10 km の名称未詳ヌナターク（0219-1 ヌナターク），マクマスター山）
*アムンゼン湾周辺※ 2 露岩（2 月 23 日） 地質隊 4 名
（※2 露岩：リード山，ハーベイヌナターク）



























　2016 年 12 月 25 日から 2017 年 2 月 23 日にかけてスカルブスネス，スカーレン，ラングホ
ブデ，ルンドボークスヘッタ，ブライボーグニーパ，リーセル・ラルセン山において現地調
査を行い，有機成分および無機成分の分析を通じて湖水の類型化と特徴付けを行うために，











るスカーレン大池（最大水深 8 m），長池（最大水深 10 m），およびスカルブスネスなまず池
（最大水深 20 m）において潜水調査を実施した．










　2017 年 1 月 18 日および 2 月 6 日にスカルブスネスの長池において，小型 ROV を湖岸か







　2016 年 12 月 25 日から 2017 年 2 月 6 日にかけて，スカルブスネス，スカーレン，ラング
ホブデ，ルンドボークスヘッタ，ブライボーグニーパにおいて観測を実施した．多項目水質
計（YSI proDSS）を用いて 20 湖沼から湖沼学的パラメータ（水深，水温，pH, DO, 電気伝
導度，酸化還元電位）の鉛直プロファイルを取得し，さらに 28 箇所の湖沼・水溜まりから
水温と電気伝導度データを得た．さらに，光スペクトル計（TriOS）を用いて，8 湖沼（長池，







　2016 年 12 月 24 日から 2017 年 1 月 31 日にかけて，ラングホブデの袋浦に 3 名が滞在し，
調査を実施した．袋浦の集団営巣地において，バイオロギング調査（小型の記録計，GPS, 
ビデオカメラ等をペンギンの体に装着する手法），雛の生存率と成長速度の測定，および親








　2016 年 12 月 24 日から 2017 年 1 月 31 日にかけて，ペンギンの営巣地付近で繁殖するナ
ンキョクオオトウゾクカモメ 5 羽に，来シーズンに回収予定のジオロケータを装着した．
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2017 年 1 月 12 日から 16 日にかけてラングホブデ雪鳥沢に 3 名が滞在し，抱卵中のユキド
リ 15 羽にジオロケータを装着した．さらに，2 月 4 日から 7 日にかけて雪鳥沢に 3 名が滞



















セクトの「しらせ」の往路途上で 12 月に海氷域に設置した漂流ブイを 1 月 14 日に回収した．
氷縁域においては海氷の採集を実施するとともに近傍において他の観測点と同様のネット，








63 度 30 分まで南下しても氷縁が出現することはなかったため，以下の海域にて漂流ブイを







ら各 1 名，計 3 名の外国人研究者を観測隊の同行者として受け入れて，南極の沿岸露岩域で
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の地質調査を行った．「しらせ」搭載 CH ヘリ，並びに，観測隊 AS ヘリの支援を受けて，あ
けぼの岩（12 月 27 日～1 月 4 日），明るい岬（1 月 4 日～8 日），天文台岩（1 月 8 日～12 日），
スカレビークハルセン（1 月 14 日～19 日），ルンドボークスヘッタ（1 月 19 日～23 日），ラ






12 月 28 日：地磁気変化観測について，引き継ぎを兼ねて，フラックスゲート磁力計の
感度測定を実施．
30 日：オーバーハウザー磁力計を地磁気変化計室に設置．










　氷況モニタリング装置による氷況画像の連続取得を 12 月 19 日から開始し，2 月 16 日ま
で実施した．12 月 23 日には，氷厚スケールの下向きビデオへの写し込みを実施した．船上
設置型電磁誘導式氷厚センサ（電磁誘導型センサによる積雪深＋氷厚の計測）は 12 月 19 日
に設置作業を行い，同日に観測を開始した．その後，往路のリュツォ・ホルム湾流氷域，定
着氷ハンモックアイス帯，一年氷帯のデータを取得した．昭和基地接岸後の 12 月 28 日に往
路の観測を終了した．




することができた．2 月 15 日に海洋生態系変動モニタリングの停船観測点 St. C で氷厚セン
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サを撤収した．
　目視観測についても 12 月 19 日の流氷縁から観測を開始し，ワッチを組んで 1 時間毎の正
時に観測を実施した．氷密接度，氷盤の大きさ，氷厚，積雪深，リッヂ率，リッヂ高さ等を
流氷縁進入から昭和基地接岸（12 月 28 日）までの流氷域・定着氷域全てで実施した．
 b）　ケープダンレーでの海氷サンプリング





　1 月 4 日午前に北の浦での海氷観測準備および北の浦の偵察を行い，午後から観測を開始
した．1 月 4 日にアイスコア 1 本，翌 5 日に 2 本の計 3 本のアイスコアを取得し，全て接岸
中の「しらせ」第 2 観測室冷凍庫に収納し持ち帰った．
　測定の結果，最大で 10 m 近い海氷厚が観測された．海氷厚は第 57 次隊越冬期間中に流出
した東側を除いて，第 51 次隊以降ほぼ一貫して増大しており，今回が最大となった．「しら





　12 月 25 日：航空機搭載型電磁誘導式海氷厚計測システム（EM-bird）の組み立て・陸上テ
ストを実施し，良好な結果を得た．
26 日：1 回目のフライトを実施し，リュツォ・ホルム湾奥の観測を行った．当初は




　1 月 4 日～15 日：4 度のフライトを計画したが全て天候不良のためキャンセルとなった．
このため，1 月 15 日に EM-bird を解体・梱包し，持ち帰りの準備を終えた．








　a）　24 時間観測点および期間（使用 GPS 受信機）
　・スカーレン大池：2016 年 12 月 28 日～29 日（GNSS 社製：GEM-1）
　・とっつき岬：2017 年 1 月 30 日～31 日（GNSS 社製：GEM-1）
　・リーセル・ラルセン山：2017 年 2 月 19 日～20 日（GNSS 社製：GEM-1）
　b）　無人観測点および期間（使用 GPS 受信機）
　・スカルブスネスきざはし浜：2016 年 12 月 24 日，2017 年 1 月 7 日（GNSS 社製：GEM-1）
　　実施内容：データ記録用メディアの交換とシステム稼働状況の確認．充放電装置，およ
びリチウム電池の換装
　・パッダ島：2017 年 1 月 7 日（GNSS 社製：GEM-1）
　　実施内容：データ記録用メディアの交換とシステム稼働状況の確認．観測制御装置の換
装．
　・ルンドボークスヘッタ：2017 年 1 月 15 日（GNSS 社製：GEM-1）
　　実施内容：データ記録用メディアの交換とシステム稼働状況の確認．
　・ラングホブデ雪鳥沢：2017 年 1 月 18 日（GNSS 社製：GEM-1） 
　　実施内容：データ記録用メディアの交換とシステム稼働状況の確認．
⑵　統合測地モニタリング観測（地温の通年観測）
　以下の日時で 2 観測点の地温計データを回収した．（※日時は UTC）
　・ラングホブデザクロ池：2017 年 1 月 26 日 0520⊖0605






　「しらせ」第 5 観測室に設置されている船上重力計（Micro-G LaCoste: S-149）を 2016 年





　・フリーマントル出港前：2016 年 11 月 29 日　フリーマントル ポートオーソリティー前
　・シドニー入港後：2017 年 3 月 21 日　シドニー サーキュラーキーウェスト
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 b）船上地磁気 3 成分測定
　「しらせ」第 1 観測室に設置されている船上 3 成分磁力計（SFG-2006：センサ部はメイン
マストに設置）をフリーマントル出港からシドニー入港まで連続して稼働させ，航路上の地
磁気 3 成分を観測した．観測中は適宜巡回を行い，システムの稼働状況を確認した．また，
船体磁場の除去に用いる補正係数算出のため，以下に示す 8 海域で「8 の字航走」を実施し
た．「8 の字航走」は，船速 10 ノット程度，片回頭 365° 以上，片回頭の所要時間は約 10 分，
合計で約 20 分をかけて実施した．日時（UTC）および海域は以下の通り．
　　　　　　　　2016 年 12 月 4 日　0534⊖0555　41-03S，110-00E
9 日　0802⊖0819　63-01S，107-58E
14 日　0637⊖0653　63-51S，057-02E
　　　　　　　　2017 年 2 月 26 日　0941⊖0950　67-35S，067-58E

















　　　作業日（UTC）：2016 年 12 月 19 日（新規設置），2017 年 2 月 16 日（着底位置計測）
着底位置：66-49.9S，37-49.7E
　　＜第 56 次で設置した海底圧力計の回収＞




　フリーマントル出港後の 2016 年 12 月 3 日から，第 4 観側室において表層水温塩分，表層
二酸化炭素分圧，表層クロロフィル a 濃度を自動観測装置により連続的に観測した．ラミン
グ航行を開始した 19 日から 2017 年 1 月 19 日までの間はポンプの停止に伴い観測を停止し










・Stn.L01（40-09.2065S，109-59.8373E）2016 年 12 月 04 日 0057
・Stn.L02（45-08.2870S，109-59.8128E）2016 年 12 月 05 日 0055
・Stn.L03（50-02.8139S，109-59.7461E）2016 年 12 月 06 日 0059
・Stn.L04（55-04.6115S，109-59.1634E）2016 年 12 月 07 日 0059
・Stn.L05（60-06.2147S，109-59.3027E）2016 年 12 月 08 日 0059
・Stn.L06（63-54.8669S，149-59.8526E）2017 年 03 月 12 日 2153
・Stn.L07（59-51.5168S，149-58.8724E）2017 年 03 月 13 日 2158
・Stn.L08（54-58.3578S，150-00.6121E）2017 年 03 月 14 日 2158
・Stn.L09（50-00.7847S，150-00.1953E）2017 年 03 月 15 日 2153







・Stn.A（68-59.9124S，39-10.8286E）2017 年 02 月 15 日 0724
・Stn.B（68-56.5704S，38-55.4655E）2017 年 02 月 14 日 1344
・Stn.C（68-35.5554S，38-43.7815E）2017 年 02 月 15 日 1051
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・Stn.D（68-16.0928S，38-29.6551E）2017 年 02 月 16 日 0419
・Stn.E（67-17.0261S，38-10.1132E）2017 年 02 月 16 日 1050
・Stn.BP（66-50.2397S，37-50.6332E）2017 年 02 月 16 日 1344
⑷　CPR 観測
　東経 110 度線上の南緯 45 度から 60 度の海域，東経 150 度線上の南緯 64 度から 50 度の海
域において CPR の曳航を実施した．観測点 L02⊖L03，L03⊖L04，L04⊖L05，L06⊖L07，L07⊖
L08，L08⊖L09 区間で計 6 カセット分を採集した．
⑸　海洋表層観測（「海鷹丸」）
　フリーマントル出港後，オーストラリア EEZ 出域後の 2017 年 1 月 1 日から同国 EEZ 入
域直前の 24 日まで，「海鷹丸」が設置した表層環境モニタリングシステムを運用し表層水温
塩分，表層クロロフィル蛍光を連続的に観測した．また 1 日 2 回の頻度で海水汲み上げポン
プより採水し，クロロフィル a 濃度，栄養塩，植物プランクトンの各サンプルを取得した．
⑹　浅層鉛直観測（「海鷹丸」）
　基本観測点である東経 110 度線上の南緯 40 度，50 度，55 度，60 度，65 度の 5 観測点に




　東経 110 度線上の南緯 45 から 60 度（往路），東経 129 度から 144 度，南緯 60 から 50 度の










る 2 地点のコドラート（コケ-26，地衣-15）および，地衣-11，地衣-13 以外は全てモニタリ
ングデータ（写真撮影データ）が取得できた．
⑵　東オングル島の土壌モニタリング
　永続観測されている約 60 箇所の定点について，2 月 8 日と 10 日，11 日に携帯用 GPS を






　自動気象装置のバッテリー交換・データ回収は，12 月 27 日にスカルブスネス親子池東湖
盆湖岸，1 月 4 日にスカーレン大池，8 日にラングホブデ雪鳥沢中流域（11 日に UV センサ














時でも 600 W 程度で大勢に影響のないレベルであることを確認した．
⑶　宇宙天気に必要なデータ収集・伝送
　正常に宇宙天気予報業務に必要な昭和基地の各種観測データを収集編集し，リアルタイム






るときは緯度 1 度毎，東西に航行しているときは経度 5 度毎，その他の海域では適宜 XCTD
を用いた水温・塩分の鉛直変化の計測を実施した．
　リュツォ・ホルム湾内では同湾南部および北西部のデータ空白海域を中心に，同湾沖では





1 度毎，その他の海域では適宜 XCTD を用いた水温・塩分の鉛直変化の計測を実施した．
⑵　潮位観測装置保守
　1 月 6 日に潮位観測装置の IP アドレス変更作業を実施した．同日，西の浦験潮所周辺の
除雪・除氷作業を実施した．また，2 本ある水位計センサケーブルの耐氷管が 2 本とも大き
く曲がり，地表に露出している状況を確認した．
　11 日，14 日，17 日および 28 日に西の浦験潮所周辺の除雪・除氷作業を実施した．
　17 日および 28 日には 6 日に確認した水位計センサケーブル耐氷管の地表露出部分を埋設
するための溝を新たに造成し，埋設・石積み作業を行った．埋設・石積み作業は 31 日，2
月 3 日および 4 日も行った．
⑶　副標観測
　1 月 30 日に副標を設置，同日から翌 31 日にかけて副標観測を実施した．2 月 3 日に副標
を撤収した．
⑷　水準測量
　1 月 30 日に験潮所近傍の海中に設置した副標と球分体間，翌 31 日に副標と球分体間およ
び球分体と国土地理院水準点（1040 号）間において，それぞれ水準測量を行った．
⑸　野外沿岸域における水準測量および GNSS 測量
　12 月 24 日から 25 日にかけて，スカルブスネスきざはし浜において海上保安庁水準標識
の GNSS 測量および 26 日には当該基準標識と国土地理院水準点（54-02 号）間の水準測量
をそれぞれ実施した．




　精密測地網測量として，今次隊で新設した基準点 6 点および基本水準標 2 点（海上保安庁
が設置したもの）で基準点測量を実施した．基準点測量は，24 時間連続の GNSS 観測によ
り実施した．なお，アムンゼン湾では，1 月 19 日に GNSS 測量を開始したが，20 日から急








　12 月 25 日にスカルブスネスにおいて点検調整を行ったが制限内に収まらなかった．12 月
26 日に再度機器調整を行い，制限内を確認したのち基本水準標と既設基準点（5402）の水
準測量を実施した．





ついては，各点で 2 本が氷床より出ているのを確認した．P50 および S17 ではポール上面が
氷床上から高い位置にあったため，低い位置にあるポール上面を計測対象とし 24 時間の
GNSS 連続観測および氷床面からの高さを計測した．
　計測時にポールを取り外した S17 のポールおよび P50 のポールについては，観測終了後
に継ぎ足しを実施した．
⑷　GNSS 連続観測局保守
　停電時に実施する手順を確認する目的で，1 月 24 日の計画停電時に第 58 次越冬隊担当者
立ち会いのもとでシステムのシャットダウンおよび復旧作業を実施した．また，システムの
シャットダウンに合わせて外付け HDD の増設を行った．計画停電時に UPS の不具合があっ
たため，28 日に UPS の点検および修理を行った．バッテリーヒューズが付いていないこと
が原因と思われたため，第 56 次隊で設置した同型の UPS の予備ヒューズを使用して修理を
行い正常稼働を確認した．
　30 日に GNSS 受信機が止まっているのを確認し，受信機の再起動を行い FTP 設定，DNS
設定を実施した．
⑸　GNSS 固定観測装置の保守，旧装置の解体調査
　1 月 18 日に新 GNSS 固定観測装置が正常に動作していることを確認し，GNSS 受信機お
よびデータロガーからデータを回収した．また，太陽光パネルの破損状況および発電量を確
認した．
　21 日に太陽光パネル 2 枚の交換を行った．3 枚とも交換予定であったが，新規パネルの発







　1 月 26 日に計測予定地点の現地調査を行った．計測地域内に合計 5 点のターゲット（三










ヘリのスキッド部に固定した．また，機内の PC からカメラを操作できるように PC とカメ



























　2 月 7 日：気仙沼市立階上中学校
　2 月 9 日：奈良県立青翔中学校・高等学校
　2 月 10 日：宮城教育大学附属中学校
　2 月 11 日：奈良県立青翔中学校・高等学校（於さざんかホール）




“Botanical diversity of the Queen Maud Land and the Enderby Land areas in the Antarctic continent”
と題する自身の研究を，昭和基地，スカルブスネス，天文台岩（プリンスオラフ海岸），ラ
ングホブデ袋浦，リーセル・ラルセン山（アムンゼン湾）で実施した．
　また，インドネシアから Nugroho Imam Setiawan（ガジャ・マダ大学），モンゴルから





　昭和基地や周辺露岩地域等において，動植物相等を把握するために，2016 年 12 月 24 日





























際入札の結果，オーストラリアの Helicopter Resources, Pty. Ltd. が落札し，機体（AS350BA；
機体番号 VH-AFO）とクルー（パイロット：佐藤睦，整備士：Wayne Terry）はフリーマント
ルにて「しらせ」に乗船した．12 月 17 日の試験飛行を皮切りに，12 月 23 日から 2 月 13 日ま
での昭和基地周辺での飛行，さらに 2 月 19 日から 24 日までのアムンゼン湾露岩域での調査











　「しらせ」06 甲板に全天カメラを設置し 10 分毎の全天画像を撮影し，信号ケーブルを介

















 1：12 月 5 日 0150，45-09.03S，110-02.12E（St.L2）
 2：12 月 6 日 0155，50-04.11S，110-00.91E（St.L3）
 3：12 月 8 日 0208，55-06.96S，110-00.31E（St.L4）
 4：12 月 8 日 0152，60-02.12S，110-00.00E（St.L5）
 5：12 月 9 日 1549，62-17.00S，105-02.37E
 6：12 月 10 日 0414，61-19.32S，100-01.25E
 7：12 月 10 日 1548，61-19.04S，095-02.13E
 8：12 月 11 日 0513，61-20.70S，090-01.20E
 9：12 月 11 日 1734，61-23.76S，085-01.82E
10：12 月 12 日 0514，61-31.20S，080-02.10E
82 本吉洋一
5．　夏 期 設 営
5.1.　輸送
5.1.1.　輸送（国内準備から「しらせ」搭載～航海中の調整まで）










　　 6 月：第 1 回物資量概数調査（PI および集約隊員）（6 日），夏期総合訓練での講義（15 日）
　　 7 月：第 1 回物資概数量調査結果とりまとめ（4 日），飛行科研修（8 日），実務者会合（25
日），第 2 回物資量概数調査（集約隊員）（25 日），スチコン講習
　　 8 月：第 1 回全員打ち合わせ「積み荷リスト作成依頼等」（26 日）
　　 9 月：第 2 回物資概数量調査結果とりまとめ，12ft コンテナバンニング・木枠等特殊梱
包開始（19 日），第 2 回全員打ち合わせ（30 日）
　　10 月：積み荷リストとりまとめ，五者連絡会下打ち合わせ（7 日），五者連絡会（12 日）
＜大井倉庫物資集積＞
・大型物資・コンテナ：10 月 11 日～13 日，17 日，26 日，11 月 1 日
・スチコン・バラ物資：10 月 18 日～20 日
・単管ボンベ：10 月 25 日
＜「しらせ」への物資搭載（「しらせ」大井ふ頭接岸 10 月 20 日）＞
・後部船倉積み込み：10 月 21 日，24 日～28 日，10 月 31 日～11 月 2 日，4 日，
7 日～8 日，計 12 日
・前部船倉積み込み：10 月 24 日～28 日，10 月 31 日～11 月 2 日，4 日，7 日～8
日，計 11 日
・04 甲板，観測甲板，観測室積み込み：10 月 27 日～28 日，10 月 31 日～11 月 2
日，4 日，7 日～8 日，計 8 日
　　11 月：「しらせ」への物資搭載，物資情報（物資量，積み込み実績）のとりまとめ，第




　また，往路フリーマントルでは 11 月 29 日に観測隊ヘリコプター（AS350：1 機）と予備
品一式，生鮮品を搭載した．
　出航後は大井での検数結果並びにフリーマントル搭載物品の情報も併せ物資量を確定さ






　フリーマントル出港後，「しらせ」よりバルク燃料が 585 キロリットル（479,700 kg）であ
ること，第 57 次越冬隊から 12 月末の昭和基地タンクの空き容量が 587 キロリットルの見込
みであることが伝えられ，全量を昭和基地に輸送するためには空きタンク容量に不安がある
旨の連絡があった．そのため接岸不能時に使用する予定だった空のリキッドコンテナ 9 基に
バルク燃料 8 キロリットルを移送し，6 基を優先物資空輸期間に昭和基地へ送り，3 基を氷
上輸送時の給油用とした．
＜経過＞
　12 月 24 日　バルク燃料 8 キロリットルを 04 甲板にてリキッドコンテナ 9 基へ移送
25 日　リキッドコンテナ 6 基を空輸
28 日　1157LT　昭和接岸
28 日　1745LT　燃料パイプ輸送開始
28 日　リキッドコンテナ 3 基を氷上輸送
30 日　1425LT　燃料パイプ輸送終了（577 キロリットル）
　送油実績は W 軽油：585 キロリットル（479,700 kg）であった．
5.1.3.　氷上輸送
　第 57 次越冬隊から送られた 12 月 13 日の氷厚測定の結果から接岸目標地点を決め，ほぼ
その位置に接岸した．接岸地点は，第 57 次隊越冬中の 4 月から 5 月にかけて開放水面となっ
た海氷の淵に押し付けられて再凍結した氷板上であったため，「しらせ」アイスアンカー左
55 cm/6.8 m, 右 55 cm/5.8 m（雪/氷厚）であった．ただし左舷後部の海氷は接岸時に割れたた
め，左舷では燃料パイプ輸送のみ行い，右舷の 1 番，3 番クレーンのみでの氷上への荷揚げ
荷卸しとなった．
　作業分担は昭和基地への送り込み，持ち帰りともに雪上車ドライバーを第 58 次隊員，見
晴らし岩荷受け・荷出しを第 57 次隊員（第 58 次隊は支援）で実施した．船側は運用科，補
給科，輸送担当（永木）で行った．28 日昼接岸，1500LT に「しらせ」にて第 57 次越冬隊，
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第 58 次輸送支援隊員，運用科で打ち合わせを行い，同日 2200LT より氷上輸送を開始した．
28 日夜から 31 日朝までの 3 夜で昭和基地への送り込みは完了した．1 月 2 日持ち帰り氷上
輸送準備として，運用科の支援を得て持ち帰り廃棄車両（ブルドーザー，バックホー）の泥
落とし，氷上輸送便数を減らす意味で廃棄物リターナブルパレットを空の 12ft コンテナへ
格納した．3 日夜から持ち帰り氷上輸送を開始し，5 日朝までの 2 夜，合計 5 夜で氷上輸送
を終えた．氷上輸送ルートはおおむね安定していたが，パドルや多年氷と一年氷との境，見
晴らし岩から岩島までのクラックの状態は日に日に悪化して行き，最終日の 1 月 4 日には「し




　12 月 28 日　昭和基地接岸
28 日　氷上輸送 0125LT 便（車両も 1 便と数える）SM111，SM653，無人走行トラ
クター，1 船倉・04 甲板物資，12ft ドライコンテナ×4 基，南軽入りタンク
コンテナ
29 日　氷上輸送 0223LT 便　2 船倉物資，12ft ドライコンテナ×13 基，12ft リーファー
コンテナ×2 基
29 日　持ち帰り氷上輸送 1：持ち帰り 2 便　12ft リーファーコンテナ（持ち帰り氷）
×2 基
30 日　氷上輸送 0332LT 便　12ft ドライコンテナ×25 基，12ft リーファーコンテナ
×5 基，HH コンテナ×2 基
30 日　持ち帰り氷上輸送 2：持ち帰り 2 便　12ft ドライコンテナ×1 基，HH コンテ
ナ×2 基
1 月 3 日　持ち帰り氷上輸送 3：持ち帰り 30 便　2 船倉，1 船倉物資，12ft ドライコン
テナ×18 基，12ft リーファーコンテナ×4 基
4 日　持ち帰り氷上輸送 4：持ち帰り 26 便　持ち帰り車両，12ft ドライコンテナ×
21 基，12ft リーファーコンテナ×1 基
　氷上輸送実績は，氷上輸送：317,453 kg（一般物資 301,583 kg, 燃料等 15,870 kg），持ち帰
り氷上輸送：246,101 kg であった．
5.1.4.　空輸
　弁天島沖到着の前日 21 日から 3 船倉の野外物資のパレット組を始めた．①S16－気水，
②ラングホブデ－大型生物，③スカルブスネス－地物，④スカルブスネス－陸上生物の準備
は 21 日に完了．22 日弁天島沖到着後，昭和基地優先物資の準備に入った．優先物資空輸は
3 船倉，4 船倉，5 船倉の優先スチコンと 6 船倉までの通路に積みつけた木箱等，3H 観測バ
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ラ物資のうち昭和基地行きの荷を 3 日間 33 便で送った．船上で空のリキッドコンテナに移
送したバルク燃料 5.3 キロリットルも 25 日に昭和基地へ送ることができた．氷上輸送の昭
和基地荷受け準備および持ち帰り物資準備のため，弁天島沖に 27 日まで滞在し，その間に
先行空輸として一般物資の空輸 7 便を実施した．
　接岸後 1 月 5 日朝まで氷上輸送を行い，7 日から本格空輸が行われ 3 日間 75 便で昭和基
地へ送る物資は全て輸送された．
　持ち帰り空輸は1月15日から16日で第57次隊持ち帰り物資（含む廃棄物）をほぼ空輸し，
2 月 13 日に第 58 次隊夏物資および最終の第 57 次隊物資の輸送を行った．
　12 月 22 日から 1 月 26 日まで自衛隊 CH ヘリ 2 機（CH91，CH93）体制での空輸が行えた
ので，優先空輸，本格空輸，持ち帰り空輸は近年稀にみる順調な輸送が行われた．
　空輸実績は，246,010 kg（内訳，優先空輸：35,466 kg, 本格空輸：198,272 kg, 野外空輸：
12,272 kg），持ち帰り空輸実績：140,672 kg であった．
＜優先空輸経過＞
　12 月 22 日 1130LT　弁天島沖に到着
23 日（CH91）第 1 便，糧食 2 便，優先物資 5 便，野外（S16 へ 4 便，スカーレン 1 便），
観測隊 AS ヘリ昭和基地へ
24 日（CH93）野外（ラングホブデ袋浦 1 便，スカルブスネス 3 便），優先物資 7 便
25 日（CH93）優先物資 19 便
　昭和基地への優先空輸実績は，合計 33 便（優先物資：35,466 kg, 貨油：4,427 kg）であった．
＜先行空輸＞
　12 月 25 日（CH93）一般物資 2 便
27 日（CH93）一般物資 5 便
　合計 7 便（一般物資：10,087 kg）
＜本格空輸＞
　1 月 7 日（午前 CH91・午後 CH93）一般物資 24 便
8 日（午前 CH93・午後 CH91）一般物資 25 便
9 日（CH91）一般物資 26 便
　合計 75 便（一般物資：188,185 kg）
＜持ち帰り空輸＞
　1 月 15 日（CH93）持ち帰り物資 29 便
16 日（CH91）持ち帰り物資 24 便
　2 月 13 日（CH91）持ち帰り物資 11 便
　合計 64 便（140,672 kg）




　第 58 次隊夏期作業の計画内容としては，基本観測棟 1 階建設工事，汚水処理棟解体工事，
コンクリートプラント運用，夏宿汚水コンテナ基礎構築，情報処理棟天窓追加工事，予備食
冷凍庫改修工事，コンテナヤード整備工事，20 キロリットル金属タンク基礎・防油堤工事，










はあるが，コンクリートプラントの立ち上げ，運用を行った．計 9 バッチ＝2.25 m3.
　5）情報処理棟天窓追加工事：既存の天窓と同形状のものを平行に 3 箇所の増設を行い，
屋根防水の補修を行った．
表 4　第 58 次輸送物資量
Table 4.  List of cargo transported by JARE-58.
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　　1 月 23 日：第 57 次隊との打ち合わせ









Table 5.  List of construction and summary of each support.
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⑵　300 kVA 発電装置 1 号機オーバーホール
　300 kVA 発電装置 1 号機の F 点検を行った．1 月 2 日より作業を開始．7 日より「しらせ」









　4）第 1 夏宿～第 2 夏宿間強電・弱電幹線引き換え工事：第 57 次隊のブリザードの際損傷

















となることから，気象棟の一般用分電盤 15A ブレーカの空き回路（2 回路）から照明・
コンセントへ給電し，建屋内にコンセント・照明器具を取り付けた．
 11）非常発電棟内不要盤・トランス撤去・搬出を行った．




 13）観測棟内の気象用 UPS 電源工事：観測棟内に UPS を取り付ける際，既設のトランスと
機器の間に気象用 UPS 取り付け工事を行った．

















　3）昭和基地への第 1 便が到着した日に，夏作業に必要な UHF 帯ハンディ無線機，VHF
帯ハンディ無線機および Air-VHF 帯ハンディ無線機を隊員・同行者に貸与した．また，







て UHF 帯の 1 チャンネルを，輸送に関する連絡用には主として UHF 帯の 2 チャンネ
ルを，昭和基地内と「しらせ」船上との連絡用には主として VHF 帯の 1 チャンネルを



















　昭和基地入り後，第 1 夏宿にて，「しらせ」補給科到着まで第 58 次隊隊員・同行者に対し
て調理を行った．また，越冬食糧の搬入・受け入れ作業を行った．
⑴　夏期間調理
　12 月 23 日より 1 月 2 日まで第 1 夏宿にて調理業務を行った．朝・昼・夕の 3 食に加え中
間食，日帰り野外行動への弁当対応．1 月 2 日に「しらせ」補給科員と引き継ぎを行い，以
後他部門支援に回った．
⑵　食材搬入























　1 月 12 日：1 回目の一斉清掃は作業工作棟周辺に残置されている廃棄物を重点的に回収
後，その場所から風力発電所までの区域の散在している比較的小さい廃棄物
の回収を行った．参加隊員 41 人，「しらせ」隊員 14 人．
　1 月 22 日：2 回目の一斉清掃は建築資材倉庫内にある今後使用予定のない資機材および部
材の回収を行った．参加隊員 35 人，「しらせ」隊員 8 人．
⑵　夏期隊員宿舎の汚水処理
　12 月 23 日：夏宿汚水処理装置立ち上げ．
　12 月 23 日～2 月 15 日：運用．
　2 月 22 日：屋外汚水配管取り外し．





　11 月 1 日：「しらせ」内観測隊事務室 SW の故障を発見，代替機にバイパス接続．
28 日：「しらせ」乗船，メールサーバの運用を開始．
　12 月 8 日：3 MB 使用超過により隊員 1 名のアカウントが停止．
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9 日：サーバ上のメール保存量 10 MB 超過の隊員が現れ始める，個別に改善を依頼．
13 日：メールサーバが停止，船内から 10 MB 程度の添付ファイルが送出され，サー
バでキューあふれ（メールサーバにて大きな添付ファイルでメールキューがあ
ふれ，送受信が停止した）．
18 日：3 MB 使用超過により隊員 1 名のアカウントが停止（計 2 名）．
21 日：昭和基地との無線回線接続，基地向け回線輻輳（昭和基地との回線接続後，
NW に輻輳が生じた．OS やウイルスソフトのアップデートのみならず，論文
などの重い添付ファイルを含んだ 500 MB 以上のメール受信があった）．
24 日：「しらせ」下船．
1 月 4 日：第 58 次越冬隊の「しらせ」メールを停止．
9 日：2100LT よりメール送信失敗発生，10 日 1800LT 復旧．
⑵　無線 LAN 中継システム整備運用
　「しらせ」06 甲板パラボラアンテナ取り付け支柱設置計画に伴う現地調査を実施した．「し
らせ」が昭和基地到着後，管理棟～「しらせ」間を無線 LAN にて IP 接続した．その後，昭
和基地「しらせ」向け中継設備の保守運用を実施した．対応経過を以下に示す．
　10 月 27 日：06 甲板パラボラアンテナ現地調査．





2 月 19 日：蜂の巣アンテナ撤去，第 58 次隊夏期の「しらせ」向け無線回線運用を終了．
5.9.　装備・フィールドアシスタント
⑴　野外観測支援

























間の観測隊行動の円滑化に努めた．12 月 2 日にフリーマントルを出港後，24 日に「しらせ」








の調整を行った．南極授業は，2 月 7 日，9 日，10 日，11 日の 4 回にわたって実施した．
　1 月 29 日は昭和基地開設 60 周年にあたり，国立極地研究所で開催されたイベント「南極
まつり」とその後の記念式典にテレビ会議システムを通じて昭和基地から第 58 次隊のみな
らず，第 57 次越冬隊，「しらせ」乗員も参加した．
6．　お わ り に
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